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線形回帰 
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Ordinary Least Squares  

],,,[ 21 nX xxx 
観測データ 

),,,( 21 nyyy y

2
min yw

w
X

（最小２乗法） 

２次元の場合、直線で 
モデル化と同じ 



実行例 

ActivePython 

64 bit 

sklearn インストール成功 



最小自乗法の注意 

各次元（素性）の独立性が大事、独立性が弱いと、 

外れ値に弱い、 w の分散が大きくなる 

multicollinearity  （多重共線性） 
通称「マルチコ」 



最小自乗法の計算量 
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P はモデルの次数、 
小さい値 

n はデータ数、 
巨大な値 

n が小さいと逆行列を求めればよいが、 
巨大な値だと特異値分解する手法を使う 
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Ridge Regression    （リッジ回帰） 

過学習になると係数の絶対値が大きくなる 
これを抑えるために係数の２乗を罰則項に 
含めた目的関数を使う 
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α はパラメータ、どの程度罰則を効かせるか 



実行例 



パラメータは交差検定で・・・ 

α の適切な値は交差検定で求める 

調べる α の候補 

選択された α  
この回帰の問題では  α  = 0 でしょう・・・ 


